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質
　
疑

　
繰
越
明
許
費
の
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

1
、
地
下
埋
設
物
撤
去
処
分
等
事
業
の

内
容
と
理
由
に
つ
い
て
。

2
、
調
整
池
本
体
整
備
事
業
の
繰
り
越

し
た
内
容
と
理
由
並
び
に
平
成
31
年

度
、
令
和
元
年
度
の
事
業
の
こ
の
完
工

予
定
。

3
、
物
件
補
償
に
つ
い
て
お
尋
ね
を
し

ま
す
。

答
弁

１
、
地
下
埋
設
物
撤
去
処
分
等
の
事
業

の
工
事
内
容
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
地

権
者
へ
お
渡
し
す
る
予
定
の
仮
換
地
に

お
い
て
試
掘
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

地
中
に
埋
設
物
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、

そ
の
撤
去
等
に
要
す
る
工
事
費
用
で
す
。

　
現
場
は
住
宅
が
隣
接
し
、
か
つ
地
盤

が
軟
弱
で
あ
る
た
め
、
本
工
事
に
使
用

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仮
設
矢
板
の
確

保
に
時
間
を
要
し
、
工
事
に
不
測
の
日

数
を
要
し
ま
し
た
こ
と
か
ら
、
年
度
内

に
完
了
す
る
こ
と
が
見
込
め
な
く
当
該

工
事
費
の
全
額
を
翌
年
度
に
繰
り
越
し

す
る
も
の
で
す
。
区
画
整
理
地
内
の
土

地
に
つ
い
て
は
民
地
で
相
当
昔
か
ら
埋

設
物
が
入
っ
て
い
た
と
い
う
形
跡
が
あ

り
、
地
主
が
知
り
得
な
い
と
い
う
状
況

で
し
た
。

2
、
調
整
池
本
体
整
備
事
業
に
つ
い
て

は
、
入
札
に
不
調
が
生
じ
た
こ
と
、
工

事
区
域
の
地
盤
が
軟
弱
で
あ
っ
た
た
め

設
計
内
容
に
変
更
が
生
じ
ま
し
た
。
こ

の
た
め
年
度
内
に
完
了
す
る
こ
と
が
見

込
め
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、
当
該
工
事

の
残
金
を
翌
年
度
に
繰
越
し
す
る
も
の

で
す
。
完
了
時
期
に
つ
い
て
は
、
令
和

2
年
6
月
末
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

3
、
物
件
補
償
に
つ
い
て
は
、
2
権
利

者
分
の
う
ち
1
名
の
方
に
つ
い
て
は
既

に
仮
換
地
に
お
い
て
住
宅
を
着
工
し
て

お
り
、
完
成
は
令
和
2
年
4
月
中
旬
予

定
で
既
存
住
宅
の
解
体
工
事
に
つ
い
て

は
令
和
2
年
6
月
末
ま
で
。
も
う
1
名

の
方
に
つ
い
て
は
、
仮
換
地
に
お
い
て

令
和
2
年
4
月
か
ら
住
宅
を
着
工
し
、

令
和
2
年
8
月
下
旬
完
成
予
定
で
既
存

住
宅
の
解
体
工
事
に
つ
い
て
は
同
年
9

月
末
と
の
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

　賛
成
討
論

　
　
　松
田

　雅
代

　
減
収
す
る
市
税
収
入
を
地
方
交
付
税

と
基
金
で
賄
う
厳
し
い
財
政
制
約
の

中
、
事
業
総
点
検
で
縮
小
・
廃
止
と
な

る
項
目
も
あ
り
ま
す
が
、
10
月
か
ら
始

ま
る
乳
児
定
期
接
種
に
先
駆
け
４
月
か

ら
独
自
の
助
成
を
行
う
な
ど
き
め
細
か

な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
建
設
部
門
特
別

会
計
へ
の
操
出
、
学
校
施
設
の
設
備
、

教
育
の
充
実
、
市
民
協
働
な
ど
、
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
予
算
を
評
価
い
た
し
ま

す
。　賛

成
討
論

　
　
　大
平

　泰
二

　
令
和
12
年
度
ま
で
の
一
般
会
計
か
ら

幸
手
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別

会
計
に
繰
入
れ
る
額
は
24
億
６
千
万
円

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
一
軒
当
た
り
の

移
転
新
築
費
用
は
約
３
千
万
円
。
今
後

移
転
費
用
30
億
円
。
こ
の
他
に
地
方
債

が
19
億
８
９
０
０
万
円
。
元
利
償
還
金

が
10
億
８
９
０
０
万
円
が
予
定
さ
れ
て

お
り
、
見
直
し
が
必
要
で
す
。
街
路
事

業
に
変
更
す
る
こ
と
を
要
求
し
ま
す
。

　
こ
の
請
願
は
、
令
和
２
年
２
月
12
日

幸
手
消
防
西
分
署
の
存
続
を
求
め
る
会

代
表
か
ら
幸
手
市
議
会
議
長
あ
て
に

「
埼
玉
東
部
消
防
組
合
に
対
し
て
幸
手

消
防
西
分
署
の
存
続
を
求
め
る
幸
手
市

議
会
決
議
」
を
求
め
る
と
し
て
提
出
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　反
対
討
論

　
　
　本
田

　謡
子

　
埼
玉
東
部
消
防
組
合
は
、
４
市
２
町

か
ら
な
る
広
域
消
防
組
合
で
す
。
管
理

者
は
各
市
町
の
長
で
、
そ
の
消
防
組
合

議
会
は
、
各
市
町
議
会
か
ら
の
代
表
議

員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
請
願

は
、
消
防
組
合
に
対
し
、
何
の
決
定
権

も
な
い
幸
手
市
議
会
の
「
決
議
」
を
求

め
る
こ
と
で
す
。
願
意
を
繋
げ
る
手
法

の
問
題
、
組
織
の
熟
知
、
決
議
の
重
さ

を
考
え
、
趣
旨
採
択
を
願
い
、
決
議
す

る
こ
と
に
反
対
致
し
ま
す
。

　賛
成
討
論

　
　
　坂
本

　達
夫

　

　
幸
手
市
民
は
、
西
分
署
が
廃
止
さ
れ

る
こ
と
に
不
安
を
感
じ
、
今
回
の
請
願

を
提
出
し
ま
し
た
。

質
　
疑

令
和
２
年
３
月
定
例
議
会

本
会
議
議
案
質
疑
内
容

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

答
　
弁

反
対
討
論

　
令
和
２
年
３
月
定
例
会
は
２
月
21
日
か
ら
３
月
19
日
ま
で
の
28
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま

し
た
。
今
定
例
会
で
は
、
条
例
改
正
案
６
件
、
協
定
の
締
結
１
件
、
権
利
の
放
棄
１
件
、
補

正
予
算
案
８
件
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど
予
算
案
８
件
、
補
正
予
算
案
１
件
、
人

事
案
件
１
件
、
諮
問
案
件
３
件
な
ど
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
請
願
２
件
は
採
決
の
結
果
、
１
件
が
採
択
・
決
議
書
提
出
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
14
人
の
議
員
が
市
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

令和2年度令和2年度 予算賛成全員で成立予算賛成全員で成立
一般会計 158億円

歳出款別予算額構成比
歳 出 構 成

令和２年
３月定例会

自主財源
8,077,629千円
（51.1％）

依存財源
7,722,371千円
（48.9％）

市税
41.9％
市税
41.9％

地方
交付税
13.9％

地方
交付税
13.9％

国県
支出金
21.5％

国県
支出金
21.5％

市債
5.3％
市債
5.3％

その他
依存財源
8.2％

その他
依存財源
8.2％

その他
自主財源
9.2％

その他
自主財源
9.2％

性質別歳出内訳 特別会計　(単位：千円）

2,640,483
84,096

2,370,880
1,795,027
66,181

15,800,000

6,956,667
（44.0％）

物 件 費
維 持 補 修 費
補 助 費 等
繰 出 金
そ の 他

区　　　分

合　　計

義務的経費

投資的経費

その他経費

2,988,156
3,959,214
1,244,345

8,191,715
（51.9％）

予算額 小計（割合）
人 件 費
扶 助 費
公 債 費

651,618 651,618
（4.1％）普通建設事業費

特定の収入を特定の事業のために使う会計

会　　計　　名

合　　　　　計

予　算　額
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
後期高齢者医療特別会計
介 護 保 険 特 別 会 計
農業集落排水事業特別会計
幸手駅西口土地区画整理事業特別会計

5,672,452千円
697,127千円
4,013,679千円
38,653千円
369,583千円

10,791,494千円
※繰出金とは一般会計から各特別会計等に繰出す支出

　
地
域
の
高
齢
化
も
あ
り
、
緊
急
事
態

発
生
時
に
は
、
一
刻
も
早
い
医
療
行
為

が
命
を
救
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
市
民
の
切
実
な
願
い
を
東
部
消

防
組
合
に
届
け
る
こ
と
は
、
議
会
の
仕

事
で
す
。
ま
た
、
多
く
の
市
民
の
声
を

聴
く
こ
と
は
、民
主
主
義
の
基
本
で
す
。

　反
対
討
論

　
　
　枝
久
保
喜
八
郎

請
願
採
択
基
準
①
当
該
自
治
体
に
決
定

権
限
が
あ
る
こ
と
（
幸
手
市
に
は
決
定

権
が
な
い
）②
実
現
の
可
能
性
が
高
い

こ
と
（
実
現
性
が
不
明
瞭
）

合
併
協
定
理
念
①
４
市
２
町
合
併
時
の

決
議
お
よ
び
協
定
を
破
る
こ
と
に
な
る

②
他
の
自
治
体
に
好
意
を
持
た
れ
な
い

③
幸
手
市
の
信
頼
性
が
低
下
し
今
後
の

広
域
連
携
へ
の
障
害
と
な
る
④
合
併
の

メ
リ
ッ
ト
を
考
慮
し
て
い
な
い

　賛
成
討
論

　
　
　海
老
沼

　隆
夫

　
幸
手
市
は
人
口
減
少
の
中
、
世
帯
数

は
増
加
。
過
密
化
す
る
住
宅
地
で
増
加

傾
向
の
自
然
災
害
や
、
救
急
・
消
防
出

勤
の
数
分
の
遅
れ
は
、
助
け
ら
れ
る
命

も
失
い
か
ね
ま
せ
ん
。
幸
手
市
は
東
武

鉄
道
で
東
西
の
交
通
が
遮
断
さ
れ
や
す

く
、
緊
急
時
の
幸
手
消
防
西
分
署
の
役

割
は
極
め
て
大
き
い
。
幸
手
市
民
の
命

と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
、
幸
手
消
防

西
分
署
の
存
続
に
、
賛
成
討
論
致
し
ま

す
。

　
　
　討
論

　
　
　武
藤

　壽
男

　
本
市
の
消
防
事
務
は
、
４
市
２
町
に

お
い
て
一
部
事
務
組
合
の
特
別
地
方
公

共
団
体
の
埼
玉
東
部
消
防
組
合
が
執
行

し
て
い
る
。
幸
手
市
議
会
で
は
権
限
外

の
た
め
請
願
を
採
択
で
き
る
立
場
に
な

い
。

　
ま
た
、
組
合
の
協
定
書
を
議
決
し
て

い
る
構
成
議
会
が
、
各
々
個
々
の
主
張

を
決
議
し
た
な
ら
ば
、
円
滑
な
消
防
運

営
は
で
き
な
く
な
る
。

　
な
ど
の
こ
と
か
ら
、
請
願
書
の
意
を

理
解
は
す
る
が
趣
旨
採
択
し
か
で
き
な

い
。　賛

成
討
論

　
　
　青
木

　章

　
請
願
の
採
択
基
準
で
「
原
則
と
し
て

当
該
団
体
の
権
限
に
属
す
る
こ
と
。」

等
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
「
済
生
会
栗

橋
病
院
の
現
行
存
続
を
求
め
る
決
議
」

も
全
員
一
致
で
可
決
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
同
解
説
書
に
「
願
意
が
妥
当
で
あ

れ
ば
、
採
択
す
る
。」
と
も
あ
り
ま
す
。

今
請
願
の
願
意
は
妥
当
で
東
部
消
防
に

意
見
す
る
こ
と
は
、
ま
さ
し
く
民
主
主

義
の
根
幹
と
考
え
賛
成
い
た
し
ま
す
。

（
決
議
案
第
１
号
）

　
埼
玉
東
部
消
防
組
合
に
対
し
て
幸
手

消
防
西
分
署
の
存
続
を
求
め
る
決
議
を

可
決

　
幸
手
消
防
西
分
署
の
存
続
を
求
め
る

決
議
案
が
提
出
さ
れ
、
幸
手
市
議
会
と

し
て
「
賛
成
多
数
」
で
可
決
し
、
３
月

25
日
、
東
部
消
防
組
合
管
理
者
に
決
議

文
を
送
付
し
ま
し
た
。

歳入予算額構成比
歳 入 構 成

一 般 会 計

歳
入
総
額
は
前
年
度
比
３
７
０
０
万
円（
0.2
％
）減

市
税
は
前
年
度
比
1.6
％
減
の
66
億
２
６
０
８
万
円

歳
入
総
額
は
前
年
度
比
３
７
０
０
万
円（
0.2
％
）減

市
税
は
前
年
度
比
1.6
％
減
の
66
億
２
６
０
８
万
円

歳 入歳 出
構
成
比
で
は
民
生
費
が
41
・
３
％
を
占
め
、総
務
費
、教
育
費
が
続
く
。

主
な
事
業
は
、ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助
成
、小
中
学
校
へ
の

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
ソ
フ
ト
の
導
入
な
ど
。

（水道事業および公共下水道事業を除く）

総務費
11.2％
総務費
11.2％

民生費
41.3％
民生費
41.3％

衛生費
8.0％
衛生費
8.0％

土木費
9.2％
土木費
9.2％

消防費
5.9％
消防費
5.9％

教育費
10.9％
教育費
10.9％

公債費
7.9％
公債費
7.9％

その他
5.6％
その他
5.6％

（
議
案
第
14
号
）

令
和
元
年
度
幸
手
市
幸
手
駅

西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

（
議
案
第
14
号
）

令
和
元
年
度
幸
手
市
幸
手
駅

西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

（
議
案
第
15
号
）

令
和
２
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
予
算
を
可
決
　

（
議
案
第
15
号
）

令
和
２
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
予
算
を
可
決
　

（
請
願
第
２
号
）

埼
玉
東
部
消
防
組
合
に
対
し

て
幸
手
消
防
西
分
署
の
存
続

を
求
め
る
幸
手
市
議
会
決
議

を
求
め
る
件
を
採
択

（
請
願
第
２
号
）

埼
玉
東
部
消
防
組
合
に
対
し

て
幸
手
消
防
西
分
署
の
存
続

を
求
め
る
幸
手
市
議
会
決
議

を
求
め
る
件
を
採
択

（2）（3） 〔市議会だよりさって〕No.94〔市議会だよりさって〕No.94
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質
　
疑

　
繰
越
明
許
費
の
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

1
、
地
下
埋
設
物
撤
去
処
分
等
事
業
の

内
容
と
理
由
に
つ
い
て
。

2
、
調
整
池
本
体
整
備
事
業
の
繰
り
越

し
た
内
容
と
理
由
並
び
に
平
成
31
年

度
、
令
和
元
年
度
の
事
業
の
こ
の
完
工

予
定
。

3
、
物
件
補
償
に
つ
い
て
お
尋
ね
を
し

ま
す
。

答
弁

１
、
地
下
埋
設
物
撤
去
処
分
等
の
事
業

の
工
事
内
容
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
地

権
者
へ
お
渡
し
す
る
予
定
の
仮
換
地
に

お
い
て
試
掘
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

地
中
に
埋
設
物
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、

そ
の
撤
去
等
に
要
す
る
工
事
費
用
で
す
。

　
現
場
は
住
宅
が
隣
接
し
、
か
つ
地
盤

が
軟
弱
で
あ
る
た
め
、
本
工
事
に
使
用

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仮
設
矢
板
の
確

保
に
時
間
を
要
し
、
工
事
に
不
測
の
日

数
を
要
し
ま
し
た
こ
と
か
ら
、
年
度
内

に
完
了
す
る
こ
と
が
見
込
め
な
く
当
該

工
事
費
の
全
額
を
翌
年
度
に
繰
り
越
し

す
る
も
の
で
す
。
区
画
整
理
地
内
の
土

地
に
つ
い
て
は
民
地
で
相
当
昔
か
ら
埋

設
物
が
入
っ
て
い
た
と
い
う
形
跡
が
あ

り
、
地
主
が
知
り
得
な
い
と
い
う
状
況

で
し
た
。

2
、
調
整
池
本
体
整
備
事
業
に
つ
い
て

は
、
入
札
に
不
調
が
生
じ
た
こ
と
、
工

事
区
域
の
地
盤
が
軟
弱
で
あ
っ
た
た
め

設
計
内
容
に
変
更
が
生
じ
ま
し
た
。
こ

の
た
め
年
度
内
に
完
了
す
る
こ
と
が
見

込
め
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、
当
該
工
事

の
残
金
を
翌
年
度
に
繰
越
し
す
る
も
の

で
す
。
完
了
時
期
に
つ
い
て
は
、
令
和

2
年
6
月
末
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

3
、
物
件
補
償
に
つ
い
て
は
、
2
権
利

者
分
の
う
ち
1
名
の
方
に
つ
い
て
は
既

に
仮
換
地
に
お
い
て
住
宅
を
着
工
し
て

お
り
、
完
成
は
令
和
2
年
4
月
中
旬
予

定
で
既
存
住
宅
の
解
体
工
事
に
つ
い
て

は
令
和
2
年
6
月
末
ま
で
。
も
う
1
名

の
方
に
つ
い
て
は
、
仮
換
地
に
お
い
て

令
和
2
年
4
月
か
ら
住
宅
を
着
工
し
、

令
和
2
年
8
月
下
旬
完
成
予
定
で
既
存

住
宅
の
解
体
工
事
に
つ
い
て
は
同
年
9

月
末
と
の
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

　賛
成
討
論

　
　
　松
田

　雅
代

　
減
収
す
る
市
税
収
入
を
地
方
交
付
税

と
基
金
で
賄
う
厳
し
い
財
政
制
約
の

中
、
事
業
総
点
検
で
縮
小
・
廃
止
と
な

る
項
目
も
あ
り
ま
す
が
、
10
月
か
ら
始

ま
る
乳
児
定
期
接
種
に
先
駆
け
４
月
か

ら
独
自
の
助
成
を
行
う
な
ど
き
め
細
か

な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
建
設
部
門
特
別

会
計
へ
の
操
出
、
学
校
施
設
の
設
備
、

教
育
の
充
実
、
市
民
協
働
な
ど
、
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
予
算
を
評
価
い
た
し
ま

す
。　賛

成
討
論

　
　
　大
平

　泰
二

　
令
和
12
年
度
ま
で
の
一
般
会
計
か
ら

幸
手
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別

会
計
に
繰
入
れ
る
額
は
24
億
６
千
万
円

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
一
軒
当
た
り
の

移
転
新
築
費
用
は
約
３
千
万
円
。
今
後

移
転
費
用
30
億
円
。
こ
の
他
に
地
方
債

が
19
億
８
９
０
０
万
円
。
元
利
償
還
金

が
10
億
８
９
０
０
万
円
が
予
定
さ
れ
て

お
り
、
見
直
し
が
必
要
で
す
。
街
路
事

業
に
変
更
す
る
こ
と
を
要
求
し
ま
す
。

　
こ
の
請
願
は
、
令
和
２
年
２
月
12
日

幸
手
消
防
西
分
署
の
存
続
を
求
め
る
会

代
表
か
ら
幸
手
市
議
会
議
長
あ
て
に

「
埼
玉
東
部
消
防
組
合
に
対
し
て
幸
手

消
防
西
分
署
の
存
続
を
求
め
る
幸
手
市

議
会
決
議
」
を
求
め
る
と
し
て
提
出
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　反
対
討
論

　
　
　本
田

　謡
子

　
埼
玉
東
部
消
防
組
合
は
、
４
市
２
町

か
ら
な
る
広
域
消
防
組
合
で
す
。
管
理

者
は
各
市
町
の
長
で
、
そ
の
消
防
組
合

議
会
は
、
各
市
町
議
会
か
ら
の
代
表
議

員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
請
願

は
、
消
防
組
合
に
対
し
、
何
の
決
定
権

も
な
い
幸
手
市
議
会
の
「
決
議
」
を
求

め
る
こ
と
で
す
。
願
意
を
繋
げ
る
手
法

の
問
題
、
組
織
の
熟
知
、
決
議
の
重
さ

を
考
え
、
趣
旨
採
択
を
願
い
、
決
議
す

る
こ
と
に
反
対
致
し
ま
す
。

　賛
成
討
論

　
　
　坂
本

　達
夫

　

　
幸
手
市
民
は
、
西
分
署
が
廃
止
さ
れ

る
こ
と
に
不
安
を
感
じ
、
今
回
の
請
願

を
提
出
し
ま
し
た
。

質
　
疑

令
和
２
年
３
月
定
例
議
会

本
会
議
議
案
質
疑
内
容

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

答
　
弁

反
対
討
論

　
令
和
２
年
３
月
定
例
会
は
２
月
21
日
か
ら
３
月
19
日
ま
で
の
28
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま

し
た
。
今
定
例
会
で
は
、
条
例
改
正
案
６
件
、
協
定
の
締
結
１
件
、
権
利
の
放
棄
１
件
、
補

正
予
算
案
８
件
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど
予
算
案
８
件
、
補
正
予
算
案
１
件
、
人

事
案
件
１
件
、
諮
問
案
件
３
件
な
ど
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
請
願
２
件
は
採
決
の
結
果
、
１
件
が
採
択
・
決
議
書
提
出
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
14
人
の
議
員
が
市
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

令和2年度令和2年度 予算賛成全員で成立予算賛成全員で成立
一般会計 158億円

歳出款別予算額構成比
歳 出 構 成

令和２年
３月定例会

自主財源
8,077,629千円
（51.1％）

依存財源
7,722,371千円
（48.9％）

市税
41.9％
市税
41.9％

地方
交付税
13.9％

地方
交付税
13.9％

国県
支出金
21.5％

国県
支出金
21.5％

市債
5.3％
市債
5.3％

その他
依存財源
8.2％

その他
依存財源
8.2％

その他
自主財源
9.2％

その他
自主財源
9.2％

性質別歳出内訳 特別会計　(単位：千円）

2,640,483
84,096

2,370,880
1,795,027
66,181

15,800,000

6,956,667
（44.0％）

物 件 費
維 持 補 修 費
補 助 費 等
繰 出 金
そ の 他

区　　　分

合　　計

義務的経費

投資的経費

その他経費

2,988,156
3,959,214
1,244,345

8,191,715
（51.9％）

予算額 小計（割合）
人 件 費
扶 助 費
公 債 費

651,618 651,618
（4.1％）普通建設事業費

特定の収入を特定の事業のために使う会計

会　　計　　名

合　　　　　計

予　算　額
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
後期高齢者医療特別会計
介 護 保 険 特 別 会 計
農業集落排水事業特別会計
幸手駅西口土地区画整理事業特別会計

5,672,452千円
697,127千円
4,013,679千円
38,653千円
369,583千円

10,791,494千円
※繰出金とは一般会計から各特別会計等に繰出す支出

　
地
域
の
高
齢
化
も
あ
り
、
緊
急
事
態

発
生
時
に
は
、
一
刻
も
早
い
医
療
行
為

が
命
を
救
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
市
民
の
切
実
な
願
い
を
東
部
消

防
組
合
に
届
け
る
こ
と
は
、
議
会
の
仕

事
で
す
。
ま
た
、
多
く
の
市
民
の
声
を

聴
く
こ
と
は
、民
主
主
義
の
基
本
で
す
。

　反
対
討
論

　
　
　枝
久
保
喜
八
郎

請
願
採
択
基
準
①
当
該
自
治
体
に
決
定

権
限
が
あ
る
こ
と
（
幸
手
市
に
は
決
定

権
が
な
い
）②
実
現
の
可
能
性
が
高
い

こ
と
（
実
現
性
が
不
明
瞭
）

合
併
協
定
理
念
①
４
市
２
町
合
併
時
の

決
議
お
よ
び
協
定
を
破
る
こ
と
に
な
る

②
他
の
自
治
体
に
好
意
を
持
た
れ
な
い

③
幸
手
市
の
信
頼
性
が
低
下
し
今
後
の

広
域
連
携
へ
の
障
害
と
な
る
④
合
併
の

メ
リ
ッ
ト
を
考
慮
し
て
い
な
い

　賛
成
討
論

　
　
　海
老
沼

　隆
夫

　
幸
手
市
は
人
口
減
少
の
中
、
世
帯
数

は
増
加
。
過
密
化
す
る
住
宅
地
で
増
加

傾
向
の
自
然
災
害
や
、
救
急
・
消
防
出

勤
の
数
分
の
遅
れ
は
、
助
け
ら
れ
る
命

も
失
い
か
ね
ま
せ
ん
。
幸
手
市
は
東
武

鉄
道
で
東
西
の
交
通
が
遮
断
さ
れ
や
す

く
、
緊
急
時
の
幸
手
消
防
西
分
署
の
役

割
は
極
め
て
大
き
い
。
幸
手
市
民
の
命

と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
、
幸
手
消
防

西
分
署
の
存
続
に
、
賛
成
討
論
致
し
ま

す
。

　
　
　討
論

　
　
　武
藤

　壽
男

　
本
市
の
消
防
事
務
は
、
４
市
２
町
に

お
い
て
一
部
事
務
組
合
の
特
別
地
方
公

共
団
体
の
埼
玉
東
部
消
防
組
合
が
執
行

し
て
い
る
。
幸
手
市
議
会
で
は
権
限
外

の
た
め
請
願
を
採
択
で
き
る
立
場
に
な

い
。

　
ま
た
、
組
合
の
協
定
書
を
議
決
し
て

い
る
構
成
議
会
が
、
各
々
個
々
の
主
張

を
決
議
し
た
な
ら
ば
、
円
滑
な
消
防
運

営
は
で
き
な
く
な
る
。

　
な
ど
の
こ
と
か
ら
、
請
願
書
の
意
を

理
解
は
す
る
が
趣
旨
採
択
し
か
で
き
な

い
。　賛

成
討
論

　
　
　青
木

　章

　
請
願
の
採
択
基
準
で
「
原
則
と
し
て

当
該
団
体
の
権
限
に
属
す
る
こ
と
。」

等
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
「
済
生
会
栗

橋
病
院
の
現
行
存
続
を
求
め
る
決
議
」

も
全
員
一
致
で
可
決
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
同
解
説
書
に
「
願
意
が
妥
当
で
あ

れ
ば
、
採
択
す
る
。」
と
も
あ
り
ま
す
。

今
請
願
の
願
意
は
妥
当
で
東
部
消
防
に

意
見
す
る
こ
と
は
、
ま
さ
し
く
民
主
主

義
の
根
幹
と
考
え
賛
成
い
た
し
ま
す
。

（
決
議
案
第
１
号
）

　
埼
玉
東
部
消
防
組
合
に
対
し
て
幸
手

消
防
西
分
署
の
存
続
を
求
め
る
決
議
を

可
決

　
幸
手
消
防
西
分
署
の
存
続
を
求
め
る

決
議
案
が
提
出
さ
れ
、
幸
手
市
議
会
と

し
て
「
賛
成
多
数
」
で
可
決
し
、
３
月

25
日
、
東
部
消
防
組
合
管
理
者
に
決
議

文
を
送
付
し
ま
し
た
。

歳入予算額構成比
歳 入 構 成

一 般 会 計

歳
入
総
額
は
前
年
度
比
３
７
０
０
万
円（
0.2
％
）減

市
税
は
前
年
度
比
1.6
％
減
の
66
億
２
６
０
８
万
円

歳
入
総
額
は
前
年
度
比
３
７
０
０
万
円（
0.2
％
）減

市
税
は
前
年
度
比
1.6
％
減
の
66
億
２
６
０
８
万
円

歳 入歳 出
構
成
比
で
は
民
生
費
が
41
・
３
％
を
占
め
、総
務
費
、教
育
費
が
続
く
。

主
な
事
業
は
、ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助
成
、小
中
学
校
へ
の

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
ソ
フ
ト
の
導
入
な
ど
。

（水道事業および公共下水道事業を除く）

総務費
11.2％
総務費
11.2％

民生費
41.3％
民生費
41.3％

衛生費
8.0％
衛生費
8.0％

土木費
9.2％
土木費
9.2％

消防費
5.9％
消防費
5.9％

教育費
10.9％
教育費
10.9％

公債費
7.9％
公債費
7.9％

その他
5.6％
その他
5.6％

（
議
案
第
14
号
）

令
和
元
年
度
幸
手
市
幸
手
駅

西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

（
議
案
第
14
号
）

令
和
元
年
度
幸
手
市
幸
手
駅

西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

（
議
案
第
15
号
）

令
和
２
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
予
算
を
可
決
　

（
議
案
第
15
号
）

令
和
２
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
予
算
を
可
決
　

（
請
願
第
２
号
）

埼
玉
東
部
消
防
組
合
に
対
し

て
幸
手
消
防
西
分
署
の
存
続

を
求
め
る
幸
手
市
議
会
決
議

を
求
め
る
件
を
採
択

（
請
願
第
２
号
）

埼
玉
東
部
消
防
組
合
に
対
し

て
幸
手
消
防
西
分
署
の
存
続

を
求
め
る
幸
手
市
議
会
決
議

を
求
め
る
件
を
採
択

（2）（3） 〔市議会だよりさって〕No.94〔市議会だよりさって〕No.94



こんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされました

総
務
常
任
委
員
会

問
　
基
金
費
の
残
高
に
つ
い
て
は
。

答
　
令
和
２
年
度
予
算
上
で
は
、
財
政

調
整
基
金
、
減
債
基
金
、
公
共
施
設
整

備
基
金
、
地
域
福
祉
基
金
な
ど
見
込
み

で
５
億
３
１
３
８
万
４
千
円
で
あ
る
。

問
　
小
学
校
ト
イ
レ
大
規
模
改
修
事
業

費
の
令
和
元
年
度
予
算
へ
の
前
倒
し
と

庁
舎
建
設
基
金
積
立
金
に
つ
い
て
は
。

答
　
令
和
２
年
度
当
初
予
算
に
お
け
る

ト
イ
レ
大
規
模
改
修
事
業
の
起
債
額
は

継
足
単
独
分
に
対
し
75
％
と
な
っ
て
い

る
。

　
国
の
令
和
元
年
度
補
正
予
算
の
補
助

採
択
の
内
示
を
受
け
、
事
業
を
前
倒
し

た
結
果
、
継
足
単
独
分
に
対
し
１
０
０

％
の
起
債
が
可
能
と
な
っ
た
。

　
こ
の
た
め
、
今
回
の
補
正
予
算
に
よ

り
一
般
財
源
の
持
ち
出
し
分
が
な
く
な

り
、
そ
の
分
に
つ
い
て
庁
舎
建
設
基
金

に
積
立
て
を
す
る

も
の
で
あ
る
。

※

継
足
単
独
分…

　
補
助
基
準
額
を

　
超
え
る
部
分
の

　
事
業
費

の
で
あ
る
。

問
　
固
定
資
産
税
の
減
額
理
由
は
。

答
　
土
地
に
つ
い
て
は
大
き
な
増
減
は

な
く
、
家
屋
は
３
６
１
５
万
５
千
円
の

増
を
見
込
ん
で
い
る
、
償
却
資
産
は
５

９
４
４
万
８
千
円
の
減
額
を
計
上
し
て

い
る
、
主
な
要
因
は
償
却
資
産
の
減
で

昨
年
中
は
積
極
的
設
備
投
資
が
少
な

か
っ
た
こ
と
で
、
減
価
償
却
に
よ
り
下

が
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
Ｐ
Ｒ
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
委
託

料
の
内
容
に
つ
い
て
は
。

答
　
Ｐ
Ｒ
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
協
力
者
と
し
て
市
民

公
募
し
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
の
投
稿
や
、
市
の

イ
ベ
ン
ト
等
で
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い

る
市
民
に
対
す
る
講
座
と
、
来
年
度
は

幸
手
市
で
暮
ら
し
た
ら
ど
う
い
う
暮
ら

し
が
で
き
る
か
と
い
う
Ｐ
Ｒ
冊
子
の
作

成
を
予
定
し
新
た
に
20
名
Ｐ
Ｒ
サ
ポ
ー

タ
ー
募
集
を
予
定
し
て
い
る
。

　
応
募
要
件
は
特
に
定
め
ず
、
幸
手
市

が
好
き
な
方
、
幸
手
市
に
関
心
の
あ
る

方
と
す
る
。

万
円
で
す
、
未
償
還
は
当
該
条
例
を
含

む
２
件
で
、
収
入
未
済
額
は
１
１
５
１

万
６
７
０
２
円
が
元
金
と
利
子
分
の
未

償
還
額
に
な
る
、
も
う
１
件
は
年
間
30

万
円
の
約
束
で
償
還
中
で
あ
る
。

問
　
土
木
費
国
庫
補
助
金
の
補
正
後
の

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
の
決
定

額
、
お
よ
び
建
築
指
導
費
補
助
金
の
減

額
理
由
は
。

答
　
都
市
計
画
費
補
助
金
の
交
付
額
が

１
２
７
６
万
円
で
、
建
築
指
導
費
補
助

金
が
１
０
２
万
１
千
円
で
す
。
狭
あ
い

道
路
の
整
備
補
助
金
の
対
象
事
業
、
木

造
住
宅
耐
震
診
断
資
金
補
助
金
の
対
象

事
業
、
木
造
住
宅
耐
震
改
修
資
金
の
３

種
類
に
、
社
会
資
金
整
備
総
合
交
付
金

が
充
て
ら
れ
て
い
る
、狭
あ
い
道
路
は
、

測
量
委
託
料
４
件
で
、
当
初
予
算
時
見

込
み
よ
り
需
要
が
少
な
く
、
木
造
住
宅

耐
震
診
断
も
４
件
の
見
込
が
、
申
請
件

数
１
件
、
木
造
住
宅
耐
震
改
修
資
金
補

助
金
は
20
万
円
の
見
込
み
が
、
申
請
件

数
０
件
で
あ
っ
た
た
め
、
減
額
し
た
も

問
　
現
在
の
臨
時
職
員
が
会
計
年
度
任

用
職
員
に
移
行
し
た
場
合
の
級
数
お
よ

び
給
与
額
の
増
減
に
つ
い
て
は
。

答
　
当
初
予
算
編
成
時
に
、
１
級
と
２

級
格
付
説
明
会
を
実
施
し
た
、
人
数
は

一
般
会
計
に
お
い
て
３
２
６
名
で
、
給

与
増
減
に
つ
い
て
は
、
減
額
す
る
者
が

23
名
程
度
、
差
引
き
の
者
が
増
額
す
る

見
込
み
で
あ
る
。

問
　
貸
付
実
績
に
つ
い
て
は
。

答
　
昭
和
58
年
度
か
ら
昭
和
62
年
度
ま

で
に
10
件
、
７
名
に
対
し
て
合
計
６
２

５
０
万
円
を
貸
付
け
し
ま
し
た
、
住
宅

新
築
資
金
貸
付
け
が
５
件
で
金
額
４
３

０
０
万
円
、
住
宅
改
修
資
金
貸
付
け
が

２
件
で
金
額
６
０
０
万
円
、
宅
地
取
得

資
金
貸
付
け
が
３
件
で
金
額
１
３
５
０

問答問答

答 問

答問 問答

令
和
２
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
予
算
　
　（
議
案
第
15
号
）

幸
手
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　 （
議
案
第
７
号
）

答 問答 問

令
和
２
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
　
　
　
　（
議
案
第
25
号
）

令
和
元
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

               

（
議
案
第
９
号
）

権
利
の
放
棄
に
つ
い
て

　
　
　
　   （
議
案
第
８
号
）
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質
　
疑

　
繰
越
明
許
費
の
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

1
、
地
下
埋
設
物
撤
去
処
分
等
事
業
の

内
容
と
理
由
に
つ
い
て
。

2
、
調
整
池
本
体
整
備
事
業
の
繰
り
越

し
た
内
容
と
理
由
並
び
に
平
成
31
年

度
、
令
和
元
年
度
の
事
業
の
こ
の
完
工

予
定
。

3
、
物
件
補
償
に
つ
い
て
お
尋
ね
を
し

ま
す
。

答
弁

１
、
地
下
埋
設
物
撤
去
処
分
等
の
事
業

の
工
事
内
容
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
地

権
者
へ
お
渡
し
す
る
予
定
の
仮
換
地
に

お
い
て
試
掘
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

地
中
に
埋
設
物
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、

そ
の
撤
去
等
に
要
す
る
工
事
費
用
で
す
。

　
現
場
は
住
宅
が
隣
接
し
、
か
つ
地
盤

が
軟
弱
で
あ
る
た
め
、
本
工
事
に
使
用

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仮
設
矢
板
の
確

保
に
時
間
を
要
し
、
工
事
に
不
測
の
日

数
を
要
し
ま
し
た
こ
と
か
ら
、
年
度
内

に
完
了
す
る
こ
と
が
見
込
め
な
く
当
該

工
事
費
の
全
額
を
翌
年
度
に
繰
り
越
し

す
る
も
の
で
す
。
区
画
整
理
地
内
の
土

地
に
つ
い
て
は
民
地
で
相
当
昔
か
ら
埋

設
物
が
入
っ
て
い
た
と
い
う
形
跡
が
あ

り
、
地
主
が
知
り
得
な
い
と
い
う
状
況

で
し
た
。

2
、
調
整
池
本
体
整
備
事
業
に
つ
い
て

は
、
入
札
に
不
調
が
生
じ
た
こ
と
、
工

事
区
域
の
地
盤
が
軟
弱
で
あ
っ
た
た
め

設
計
内
容
に
変
更
が
生
じ
ま
し
た
。
こ

の
た
め
年
度
内
に
完
了
す
る
こ
と
が
見

込
め
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、
当
該
工
事

の
残
金
を
翌
年
度
に
繰
越
し
す
る
も
の

で
す
。
完
了
時
期
に
つ
い
て
は
、
令
和

2
年
6
月
末
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

3
、
物
件
補
償
に
つ
い
て
は
、
2
権
利

者
分
の
う
ち
1
名
の
方
に
つ
い
て
は
既

に
仮
換
地
に
お
い
て
住
宅
を
着
工
し
て

お
り
、
完
成
は
令
和
2
年
4
月
中
旬
予

定
で
既
存
住
宅
の
解
体
工
事
に
つ
い
て

は
令
和
2
年
6
月
末
ま
で
。
も
う
1
名

の
方
に
つ
い
て
は
、
仮
換
地
に
お
い
て

令
和
2
年
4
月
か
ら
住
宅
を
着
工
し
、

令
和
2
年
8
月
下
旬
完
成
予
定
で
既
存

住
宅
の
解
体
工
事
に
つ
い
て
は
同
年
9

月
末
と
の
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

　賛
成
討
論

　
　
　松
田

　雅
代

　
減
収
す
る
市
税
収
入
を
地
方
交
付
税

と
基
金
で
賄
う
厳
し
い
財
政
制
約
の

中
、
事
業
総
点
検
で
縮
小
・
廃
止
と
な

る
項
目
も
あ
り
ま
す
が
、
10
月
か
ら
始

ま
る
乳
児
定
期
接
種
に
先
駆
け
４
月
か

ら
独
自
の
助
成
を
行
う
な
ど
き
め
細
か

な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
建
設
部
門
特
別

会
計
へ
の
操
出
、
学
校
施
設
の
設
備
、

教
育
の
充
実
、
市
民
協
働
な
ど
、
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
予
算
を
評
価
い
た
し
ま

す
。　賛

成
討
論

　
　
　大
平

　泰
二

　
令
和
12
年
度
ま
で
の
一
般
会
計
か
ら

幸
手
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別

会
計
に
繰
入
れ
る
額
は
24
億
６
千
万
円

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
一
軒
当
た
り
の

移
転
新
築
費
用
は
約
３
千
万
円
。
今
後

移
転
費
用
30
億
円
。
こ
の
他
に
地
方
債

が
19
億
８
９
０
０
万
円
。
元
利
償
還
金

が
10
億
８
９
０
０
万
円
が
予
定
さ
れ
て

お
り
、
見
直
し
が
必
要
で
す
。
街
路
事

業
に
変
更
す
る
こ
と
を
要
求
し
ま
す
。

　
こ
の
請
願
は
、
令
和
２
年
２
月
12
日

幸
手
消
防
西
分
署
の
存
続
を
求
め
る
会

代
表
か
ら
幸
手
市
議
会
議
長
あ
て
に

「
埼
玉
東
部
消
防
組
合
に
対
し
て
幸
手

消
防
西
分
署
の
存
続
を
求
め
る
幸
手
市

議
会
決
議
」
を
求
め
る
と
し
て
提
出
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　反
対
討
論

　
　
　本
田

　謡
子

　
埼
玉
東
部
消
防
組
合
は
、
４
市
２
町

か
ら
な
る
広
域
消
防
組
合
で
す
。
管
理

者
は
各
市
町
の
長
で
、
そ
の
消
防
組
合

議
会
は
、
各
市
町
議
会
か
ら
の
代
表
議

員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
請
願

は
、
消
防
組
合
に
対
し
、
何
の
決
定
権

も
な
い
幸
手
市
議
会
の
「
決
議
」
を
求

め
る
こ
と
で
す
。
願
意
を
繋
げ
る
手
法

の
問
題
、
組
織
の
熟
知
、
決
議
の
重
さ

を
考
え
、
趣
旨
採
択
を
願
い
、
決
議
す

る
こ
と
に
反
対
致
し
ま
す
。

　賛
成
討
論

　
　
　坂
本

　達
夫

　

　
幸
手
市
民
は
、
西
分
署
が
廃
止
さ
れ

る
こ
と
に
不
安
を
感
じ
、
今
回
の
請
願

を
提
出
し
ま
し
た
。

本会議質疑内容本会議質疑内容本会議質疑内容本会議質疑内容本会議質疑内容

　
地
域
の
高
齢
化
も
あ
り
、
緊
急
事
態

発
生
時
に
は
、
一
刻
も
早
い
医
療
行
為

が
命
を
救
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
市
民
の
切
実
な
願
い
を
東
部
消

防
組
合
に
届
け
る
こ
と
は
、
議
会
の
仕

事
で
す
。
ま
た
、
多
く
の
市
民
の
声
を

聴
く
こ
と
は
、民
主
主
義
の
基
本
で
す
。

　反
対
討
論

　
　
　枝
久
保
喜
八
郎

請
願
採
択
基
準
①
当
該
自
治
体
に
決
定

権
限
が
あ
る
こ
と
（
幸
手
市
に
は
決
定

権
が
な
い
）②
実
現
の
可
能
性
が
高
い

こ
と
（
実
現
性
が
不
明
瞭
）

合
併
協
定
理
念
①
４
市
２
町
合
併
時
の

決
議
お
よ
び
協
定
を
破
る
こ
と
に
な
る

②
他
の
自
治
体
に
好
意
を
持
た
れ
な
い

③
幸
手
市
の
信
頼
性
が
低
下
し
今
後
の

広
域
連
携
へ
の
障
害
と
な
る
④
合
併
の

メ
リ
ッ
ト
を
考
慮
し
て
い
な
い

　賛
成
討
論

　
　
　海
老
沼

　隆
夫

　
幸
手
市
は
人
口
減
少
の
中
、
世
帯
数

は
増
加
。
過
密
化
す
る
住
宅
地
で
増
加

傾
向
の
自
然
災
害
や
、
救
急
・
消
防
出

勤
の
数
分
の
遅
れ
は
、
助
け
ら
れ
る
命

も
失
い
か
ね
ま
せ
ん
。
幸
手
市
は
東
武

鉄
道
で
東
西
の
交
通
が
遮
断
さ
れ
や
す

く
、
緊
急
時
の
幸
手
消
防
西
分
署
の
役

割
は
極
め
て
大
き
い
。
幸
手
市
民
の
命

と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
、
幸
手
消
防

西
分
署
の
存
続
に
、
賛
成
討
論
致
し
ま

す
。

　
　
　討
論

　
　
　武
藤

　壽
男

　
本
市
の
消
防
事
務
は
、
４
市
２
町
に

お
い
て
一
部
事
務
組
合
の
特
別
地
方
公

共
団
体
の
埼
玉
東
部
消
防
組
合
が
執
行

し
て
い
る
。
幸
手
市
議
会
で
は
権
限
外

の
た
め
請
願
を
採
択
で
き
る
立
場
に
な

い
。

　
ま
た
、
組
合
の
協
定
書
を
議
決
し
て

い
る
構
成
議
会
が
、
各
々
個
々
の
主
張

を
決
議
し
た
な
ら
ば
、
円
滑
な
消
防
運

営
は
で
き
な
く
な
る
。

　
な
ど
の
こ
と
か
ら
、
請
願
書
の
意
を

理
解
は
す
る
が
趣
旨
採
択
し
か
で
き
な

い
。　賛

成
討
論

　
　
　青
木

　章

　
請
願
の
採
択
基
準
で
「
原
則
と
し
て

当
該
団
体
の
権
限
に
属
す
る
こ
と
。」

等
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
「
済
生
会
栗

橋
病
院
の
現
行
存
続
を
求
め
る
決
議
」

も
全
員
一
致
で
可
決
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
同
解
説
書
に
「
願
意
が
妥
当
で
あ

れ
ば
、
採
択
す
る
。」
と
も
あ
り
ま
す
。

今
請
願
の
願
意
は
妥
当
で
東
部
消
防
に

意
見
す
る
こ
と
は
、
ま
さ
し
く
民
主
主

義
の
根
幹
と
考
え
賛
成
い
た
し
ま
す
。

（
決
議
案
第
１
号
）

　
埼
玉
東
部
消
防
組
合
に
対
し
て
幸
手

消
防
西
分
署
の
存
続
を
求
め
る
決
議
を

可
決

　
幸
手
消
防
西
分
署
の
存
続
を
求
め
る

決
議
案
が
提
出
さ
れ
、
幸
手
市
議
会
と

し
て
「
賛
成
多
数
」
で
可
決
し
、
３
月

25
日
、
東
部
消
防
組
合
管
理
者
に
決
議

文
を
送
付
し
ま
し
た
。

反
対
討
論

反
対
討
論

人
事
案
件

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

金

　子

　和

　彦

　氏

を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員

人
権
擁
護
委
員

小

　林

　弘

　和

　氏

小

　林

　達

　郎

　氏

髙

　島

　勝

　也

　氏

を
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

賛
成
討
論

賛
成
討
論

（4）〔市議会だよりさって〕No.94

決議案第１号
埼玉東部消防組合に対して幸手消防西分署の存続を求める決議

 現在、埼玉東部消防組合では、平成30年７月25日の正副管理者協
議、平成30年９月18日の正副管理者合意に基づき、幸手消防西分署
の廃止案が検討されています。
　しかし、近年は異常気象、大地震など災害発生の危険性が高まっ
ています。また、人口減少よりも早く高齢化が進み、高齢者のみ世
帯、高齢単身世帯、後期高齢者が増えることに伴う救急事案が当面
続く傾向にあり、地域住民は幸手消防西分署廃止に大きな不安を感
じています。幸手消防西分署は平成５年の開所以来、地域の安全・
安心を担い、住民も大きな信頼を寄せてきた消防活動の拠点であ
り、その存在は幸手市民及び埼玉東部消防組合にとって公益そのも
のです。
　今般、幸手市議会に市民から7115名の署名とともに「埼玉東部消
防組合に対して幸手消防西分署の存続を求める市議会決議を求める
請願」が提出されました。この請願は、市民の命や身体維持への願
いが込められているものです。
　これを受け、幸手市議会は、幸手消防西分署が市民の安全・安心
の拠りどころであることを確認し、次の事項を決議します。

１.住民の生命と身体の安全・安心を守る施設として幸手消防西分
署の存続を求める

以上

令和２年３月19日
幸手市議会


